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学 位 論 文 要 約 
     
Apparent diffusion coefficient (ADC) measurement in endometrial carcinoma: effect 
























 ICCは、freehand ROI 0.93（最小ADC値）/0.93（平均ADC値）、square ROI 0.94/0.95、























値測定にはround ROIやsquare ROIがより簡便で適した方法と考えられる。 
 今回の研究の限界として、対象症例が少ない、ADC値をwhole-volume ROIで測定していな
い、拡散強調像のb値をb=0、1000で撮像している、4つのROI法の測定を同時に行っており
バイアスが存在する可能性があることが挙げられる。 
 
結 論 
 子宮体癌のADC測定において、読影者間の一致率はROIの形態に影響を受けなかった。最
小ADC値と比較し、平均ADC値はROIの形態に影響を受けにくく、安定した結果を得ることが
できる。 
 
 
 
 
